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Ⅰ 教育に関する点検・評価について 

１ 趣 旨 

平成 19 年６月に「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」が改正され、平

成 20 年４月１日から施行されたことにより、教育委員会では、毎年、その教育行

政事務の管理執行状況について点検・評価を行い、その結果に関する報告書を作成

し、これを議会に提出するとともに公表することが義務付けられています。 

また、その点検・評価を行うにあたっては、教育に関し学識経験を有する方の知

見の活用を図ることとなっています。 

 

 ２ 点検・評価の対象 

点検・評価の対象は、令和２年度の教育委員会の活動と「令和２年度 甘楽町教

育行政方針」に基づき実施した主な施策・事業等です。 

 

 ３ 点検・評価の方法 

(1) 教育行政方針に定めている「重点施策」に関して、令和２年度の取組について

点検と評価をお願いしました。 

具体的には、点検・評価の対象とした 10 の重点項目について、施策を構成す

る 98 の事務事業の状況を踏まえ、評価できる（評価できない）・成果があがった

（成果があがっていない）・努力できた（努力が必要である）内容と項目をあげ

ていただき、全体を通じての感想・意見・要望等を伺ったうえで、最終的な項目

ごとの総合評価点数（５段階評価）として、評価（評定）をお願いしました。 

 

(2) 点検・評価の対象とした 10 の重点項目について、下記の観点（基準）で評価

（評定）をお願いし、全体を通しての感想・意見・要望を伺いました。 

  

 ◆評価（評定） ５：よく成果があがっている 

         ４：成果があがっている 

         ３：普通である 

         ２：やや成果があがっていない 

         １：成果がみられない 

 

４ 第三者の知見の活用 

点検・評価の客観性を確保するため、教育に関し学識経験を有する外部の方々の

知見を活用することとしました。ご意見をいただいた方々は次のとおりです。 

 

                        （順不同、敬称略） 

氏  名 略歴・所属等 

田村 峰嗣 元教育委員、スポーツ推進委員 

丸澤 弘子 スポーツ推進委員、(公財)国際交流振興協会常務理事 

吉井 誠 元下仁田町教育長・元小中学校長、２０－２区長 
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Ⅱ 教育行政の指針及び重点施策（教育行政方針） 

  甘楽町教育委員会では、令和２年度に取り組むべき重点施策を以下のとおり定めた。 

【基本方針】 

   子どもたちが夢と希望を持ち続け、自立して社会でたくましく生きていくために必

要な知識や学力を身に付けさせ、心身ともに健康で調和のとれた人間形成を図るとと

もに地域社会に貢献する有為な人材の育成を目指した教育を推進する。 

   

第１ 学校教育の充実 

   知識・技能、思考力・判断力・表現力等、学びに向かう力や人間性など情意・態

度等を総合的に育んでいくとともに、主体的、対話的で、深い学びへとつなげるこ

とができるようにするため、教職員の適正配置を進めるとともに、学習指導の充実

と改善に努める。また、人間性豊かで思いやりの心に満ち、命の大切さを理解し、

たくましい児童生徒を育てるための教育を推進し、いじめの未然防止に努める。 

 

  第２ 社会教育・生涯学習の推進 

    芸術・文化・スポーツ及び文化財保護等の多様な学習ニーズに応えるため子ども

から高齢者まで人生の各ステージに応じた適切かつ豊富な学習機会の提供に努め

るとともに各地区との協働、地域力の活用を推進し、人と人とのふれあい、生きが

いのある生涯学習の町づくりを推進する。また、次代を担うたくましく健全な青少

年の育成のため、健全育成運動を展開する。 

【重点施策】 

   １ 学校教育 

(1) 学校教育の充実 

    校長のリーダーシップのもとに全教職員が一致協力し、明確な教育目標と学校

経営方針に基づいて、教育内容、指導方法の改善を行い、少人数指導によるきめ

細かな指導を強化し、基礎学力の向上と知識を活用する力を養い、生きる力を育

み、総合的な学力を育成する。 

また、地域の伝統文化に関する教育や国際理解教育を進め、一人ひとりの個性

を伸ばし、自分で考える力を育てるとともに、豊かな心やたくましく生きる力を

身に付け、自ら学ぶ意欲と社会の変化に主体的に対応できる能力を養い、思いや

りの心や奉仕の心を育て、児童生徒の健全育成に努める。 

    さらに、児童生徒の体力・運動能力の向上と、生命尊重を基本とした安全指導

の徹底を図り、人権教育の一層の推進や特別支援教育の充実に努める。 

 

(2) 幼稚園教育の充実 

    園長を中心として全教職員が一致協力し、教育内容・指導方法の改善を図り、

豊かな心、思いやりの心を育て、基本的な生活習慣や健全な心身を養う。 
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(3) 学校給食の充実 

園児・児童・生徒の発達段階に応じた学校給食及び食の指導を充実し、バラン

スのよい栄養摂取と給食をとおして 正しい食習慣を身に付ける。 

       学校給食は栄養バランスと安全性、そしておいしく食べられることが求められ

ているため、安心安全でおいしい給食の提供に努める。 

 

２ 社会教育の振興・生涯学習社会の構築 

(1) 社会教育の推進 

町民の多様な学習要求に対応するため、学習機会の充実に努めるとともに、充

実した生涯学習体制を確立、活力ある地域づくりを推進する。 

また、学級講座を開設し公民館活動の推進を図る。 

 

(2) 芸術文化活動の推進 

公演や作品展示をとおして鑑賞及び発表の機会を提供し、地域に根ざした文化

活動の普及に努め、生涯学習施設、コミュニティ施設として多目的な活用を推進

する。 

     また、文化活動への住民参加を促進し、芸術文化の普及を推進する。 

 

   (3) 人権教育の推進 

基本的人権尊重の教育を推進し、差別のない社会を実現するために研修や啓発

活動を推進する。  

 

(4) 文化財保護と活用の推進 

国指定名勝楽山園及び県指定史跡旧小幡藩武家屋敷松浦氏屋敷の活用並びに

日本遺産に認定された構成文化財の連携を図り、文化財保護の意識の高揚及び魅

力ある情報発信に努める。 

 

(5) 社会体育の推進 

さくらマラソンや町民体育大会、駅伝大会等の各種スポーツ大会の開催やスポ

ーツ団体の育成、指導者養成を図り、町民の健康と活力に満ちた町づくりに努め

る。 

 

   (6) 青少年の健全育成の推進 

学校・家庭・地域の連携を強化し、町ぐるみの健全育成運動を推進し、青少年

に好ましい環境づくりに努め、人間性豊かで社会性と責任感のあるたくましい健

全な青少年の育成を図る。 

家庭の大切さを改めて考える機会として｢かんら家庭の日｣推進大会を開催す

る。 

 

(7) 放課後子どもプランの推進 

    子どもたちが地域社会のなかで、心豊かで健やかに成長できる環境づくりを推

進し、子どもの安全安心な活動拠点づくりの推進に努める。 
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Ⅲ 教育委員会の活動状況 

概ね教育委員会の所管に関する事項及び関係する町の行事等のみを記載し、一般的な会

議等は省略している。 

月 日（曜） 事      項 場  所 出 席 者 

４ 

1(火) 
町職員辞令交付式 役場大会議室 教育長 

教職員辞令交付式 役場大会議室 全員 

7(火) 
教育委員辞令交付式 町長室 全員 

小中学校入学式 各校 全員 

8(水) 幼稚園入園式 各園 教育委員全員 

5 

12(火) 県市町村教育長連絡協議

会・人事会議 

テレビ会議 教育長 

13(水) 県町村教育長会理事会 前橋合同庁舎 教育長 

19(火) 教科書採択協議会 富岡市議会棟 教育長 職務代

理 

26(火) 都市農村交流協会評議員会 庁内 教育長 

27(水) 西部地区教育長連絡協議会 高崎合同庁舎 教育長 

29(金) 定例教育委員会 公民館 全員 

6 

12(金) 社会福祉協議会理事会 にこにこ甘楽 教育長 

19(金) 青少年育成推進員連絡協議

会総会 

公民館 教育長 

23(火) 事務点検・評価委員会 公民館 教育長 

26(金) 富岡甘楽教育長人事会議 富岡市議会棟 教育長 

30(火) 定例教育委員会 公民館 全員 

7 

8(水) 富岡安中甘楽人事ﾌﾞﾛｯｸ会

議 

富岡市議会棟 教育長 

9(木) 教科書採択協議会 富岡市生涯学習セ

ンター 

教育長 職務代

理 

15(水) 県市町村教育長人事会議 県庁 教育長 

16(木) 社会教育委員会 公民館 教育長 

17(金) 

 

青少年問題協議会 公民館 教育長 

生涯学習推進協議会総会 公民館 教育長 

21(火) ふるさとコンサート実行委員会 公民館 教育長 

28(火) 定例教育委員会 公民館 全員 

29(水) 甘楽中白陵会総会 甘楽中学校 全員 

 

8 

4(火) 甘楽町女性ネットワーク理事会 公民館 教育長 

18(火) 通学路交通安全推進協議会 公民館 教育長 

25(火) 定例教育委員会 西庁舎研修室 全員 

29(土) 甘楽中白陵会支援活動 甘楽中学校 全員 

9 

2(水) いじめ防止対策委員会 公民館 教育長 

4(金) 富岡甘楽安中人事会議 富岡市議会棟 教育長 

西部地区人事ブロック会議 富岡市議会棟 教育長 

18(金) 県町村教育長会理事会 前橋合同庁舎 教育長 

25(金) 定例教育委員会 公民館 全員 

29(火) 西部教育長連絡協議会 高崎市 教育長 
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10 

1(木) 御殿のお月見会 楽山園 教育長 

13(水) 

 

教育委員会学校訪問 全小中学校 全員 

定例教育委員会 公民館 全員 

18(日) 消防団秋季検閲式 甘楽中 教育長 

20(火) 教育支援委員会 公民館 教育長 

21(水) 西部指定学力向上公開授業 甘楽中学校 教育長 

11 

2(月) 町ＰＴＡ連合会予算要望 町長室 教育長 

3(火･祝) 町功労者・総合表彰式 文化会館 全員 

4(水) 町学校給食運営委員会 甘楽中学校 教育長 

10(火) 県市町村教育長連絡協議

会、人事会議 

県庁 教育長 

11(水) 幼稚園ＰＴＡ連合会予算要

望 

町長室 教育長 

16(月) ふるさとコンサート実行委員会 公民館 教育長 

17(火) 教育支援委員会 公民館 教育長 

20(金) 西部教育長協議会・人事会

議 

高崎合同庁舎 教育長 

25(水) 定例教育委員会 公民館 全員 

29(日) 地域防災訓練（避難所開設） 福島小体育館 教育長 

 

 

 

 

 

 

12 

2(水) 町いじめ防止子ども会議 福島小学校 教育長 

3(木) 県教組要望書提出 教育長室 教育長 

10(木) 富岡甘楽安中教育長人事会

議 

安中市松井田庁舎 教育長 

西部人事ブロック会議 安中市松井田庁舎 教育長 

18(金) 都市農村交流協会 評議員

会 

大会議室 教育長 

甘楽町駅伝競走大会打ち

合わせ会議 

公民館 教育長 

22(火) 定例教育委員会 公民館 全員 

24(木) 事務点検評価委員会 公民館 教育長 

25(金) 観光フォトコンテスト審

査 

大会議室 教育長 

1 

1(金･祝) 甘楽町駅伝競走大会 陸上競技場 全員 

10(日) 消防団出初式 役場庭 教育長 

13(水) 西部教育長協議会・人事会

議 

西部合同庁舎 教育長 

ふるさとコンサート実行委員会 公民館 教育長 

19(火) 富岡甘楽安中人事会議 富岡市教育委員会 教育長 

西部地区人事ブロック会議 富岡市教育委員会 教育長 

26(火) 定例教育委員会 公民館 全員 

28(木) 県市町村教育長人事会議 県庁 教育長 

29(金) 文化財調査委員会 公民館 教育長 

 

 

 

2 

1(月) 広域圏教育委員会 広域組合事務所 教育長 

8(月) 富岡甘楽安中人事会議、西

部教育長協議会・人事会議 

高崎合同庁舎 教育長 

10(水) 県市町村教育長連絡協議会 県庁 教育長 
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24(水) 

 

富岡甘楽教育委員連絡協議

会常任理事会 

富岡市教育委員会 教育長･職務代理 

26(金) 定例教育委員会 公民館 全員 

28(日) 甘楽町童謡作詩コンクール

表彰式 

文化会館 教育長 

3 

6(土) 認定子ども園地鎮祭 旧甘楽一中跡地 全員 

フォトコンテスト表彰式 長岡ギャラリー 教育長 

7(日) かんら家庭の日推進大会 ら・ら・かんら 全員 

12(金) 中学校卒業式 甘楽中学校 全員 

16(火) 社会教育委員会 公民館 教育長 

22(月) 都市農村交流協会評議員会 庁内 教育長 

23(火) 定例教育委員会 公民館 全員 

24(水) 小学校卒業式 各小学校 全員 

26(金) 幼稚園卒園式 各園 教育委員全員 

31(水) 退職教職員辞令交付 公民館 教育長 

【活動状況の集約（内容別活動状況）】 

項  目 回数 内      容 

会議 定例会 １１  毎月１回開催（議案審議、意見交換など） 

研修

視察 

町内教育施設

視察 
  １ 学校等の教育施設視察、教職員懇談会、公開授業等 

視察・研修会.  ０ 
富岡甘楽教育委員会合同研修会、教育長研修、教育研

究所講演会、実技講習会等 

 式 典 １５ 
記念式典、入学式、卒業式、開校式、表彰式、辞令交

付式等 
 

行 事  ５ 
町関連各種行事、学校教育・社会教育・体育・文化財

関係各種大会・行事等 

各種会議・実行委員会等 ４８ 
各種関連組織・団体の各種会議、協議会、委員会、総

会、審査会等 

その他   ４ 予算要望、支援活動等 

合 計   ８４  

 
【令和２度定例教育委員会における議件について】 

回 開催日 議  件 
第 1回 4 月 23 日 新型コロナウイルス感染症対策のため中止 

第 2回 5 月 29 日 議案第 1号 令和２年度甘楽町学校評議員の委嘱について 

第 3回 6 月 30 日 議案第 2号  社会教育委員・公民館運営審議会委員・人権教育推 

進協議会委員・図書館審議会委員の委嘱について 

議案第 3号  令和２年度甘楽町学校給食運営委員の委嘱について 

第 4回 7 月 28 日 議案第 4号  令和３年度使用教科用図書の採択について 

議案第 5号  平成３１年度教育委員会の事務に関する点検・評価 

報告書について 

第 5回 8 月 25 日 報告・協議事項のみ 

第 6回 9 月 25 日 報告・協議事項のみ 

第 7回 10 月 13 日 報告・協議事項のみ 

第 8回 11 月 25 日 議案第 6号 甘楽町文化会館企画運営委員の委嘱について 
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第 9回 12 月 22 日 議案第 7号 甘楽町立学校管理規則の改正について 

議案第 8号  甘楽町教育委員会教育長事務委任規程の改正につ 

いて 

議案第 9号 甘楽町共同学校事務室運営要綱の策定について 

第 10 回 1 月 26 日 報告・協議事項のみ 

第 11回 2 月 26 日 議案第 10 号 令和３年度甘楽町学校医・学校歯科医・学校薬剤師 

の委嘱について 

第 12 回 3 月 23 日 議案第 11 号 甘楽町教育委員会教育長事務委任規程の改正に 

ついて 

議案第 12号 甘楽町地域学校協働本部設置要綱の制定につ 

いて 

議案第 13号 令和３年度教育行政方針ついて 

 

Ⅳ 点検・評価項目と評価結果 

１ 学校教育の充実について 
 点 検 ・ 評 価 項 目 

教 

育 

課 

程 

1  特色ある学校づくりの推進を図る 

2  学力向上を図るため学習指導の改善、充実を図る 

3  キャリア教育の推進に努める 

4  家庭学習の充実を図る 

5  郷土の歴史と文化財を活用し、郷土への愛情と誇りを育む学習の推進に努める 

6  国際理解教育の充実・推進に努める 

7  外国語活動の推進に努める 

8  情報教育の充実・推進に努める 

9  福祉教育の推進に努める 

生 

徒 

指 

導 

10 豊かな心を育む道徳教育の充実に努める 

11 いじめ・不登校対策を図り、明るい学校づくりに努める 

12 小中連携を強化し、9年間の系統的な指導の推進に努める 

13 笑顔のあいさつ運動を推進する 

14 家庭や地域と連携し、児童生徒の健全育成に努める（スマートフォン等の使用） 

健康 

安全 

指導 

15 体力向上の取組の推進を図る 

16 疾病予防等の保健指導の徹底に努める 

17 食物アレルギーのある児童生徒の把握と適切な指導の推進を図る 

18 食に関する指導の充実を図る  

19 警察等と連携し、交通安全指導の徹底に努める 

人権

教育 

20 児童生徒の人権を尊重し、偏見と差別を許さない教育の推進に努める 

21 社会教育と連携し、地域と一体となった人権教育の充実に努める 

特別支

援教育 

22 特別支援教育支援員を配置し、特別支援教育の充実に努める 

23 特別な支援の必要な幼児児童生徒の適切な指導及び支援に努める 

研 

修 

24 学力向上を図るため、校内研修の充実に努める 

25 幼小の連携を図る 

26 小中の連携を図り、いわゆる中一ギャップの改善を図る 

教育研

究所 

27 学校現場の実践に活用できる指導法の研究に努める 

28 学校と連携し教育相談体制の充実に努める 

施設 29 コンピュータ等教育機器の充実整備と適正管理に努める 
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設備 30 教材教具の充実や、管理備品の充実と適正管理に努める 

31 通学路等の花いっぱい運動を推進する 

開かれ

た学校 

32 学校評価の推進に努める 

33 家庭や地域への情報発信の充実を図る 

人事 34 人事評価制度の推進に努める 

◆評価結果 
評価できる・成果があがった・努力できた内容・項目  
１(2)、２(3)、３、４、７(3)、８、１１(2)、１３(2)、１４、１８、１９、２０、２１、 
２３、２９(2) 
評価できない・成果があがっていない・努力が必要な内容・項目 
 
全体を通しての感想・意見・要望 
・新型コロナの影響で各種行事や施策ができない状況だったと思う。そんな中、規模の縮 
小やできることの中で工夫して行っていると感じた。集合しての指導ができない時の対 
応や、間隔を空けての授業、家庭との連絡等様々な苦労があったと思うが、限られた中 
で十分対応できたと思う。校長先生の指導力を感じた。 

・生活・学習ガイドラインはシンプルで分かりやすい。 
・笑顔の挨拶運動の推進は素晴らしい特色だと思う。 
・特別支援教育の支援員を確保、配置している点を評価する。 
・タブレットＰＣの整備で、授業の幅が広がることを期待している。 
・あいさつがしっかりできるので、生徒指導が行き届いているのだと思う。 
・タブレットＰＣの活用を期待する。 
・教育環境の整備充実が図られ、英語教育の充実など特色ある学校づくりが推進されてい

る。 
・支援員の各学校への配置により、個に応じたきめ細やかな指導がなされている。 
・１人１台タブレットＰＣが整備され、今後の活用が期待される。 
 

総合評価点数 
（５段階評価） 

 ５、５、５        平均点： ５   

 
２ 幼稚園教育の充実 

点 検 ・ 評 価 項 目 

幼 
稚 
園 
教 
育 

35 基本的な生活習慣の確立・基本的なルールの指導徹底を図る 

36 安全教育の徹底に努める 

37 感性を豊かにする教育の推進に努める 

38 家庭・地域・小学校との連携強化に努める 

39 ＡＬＴ派遣による国際感覚の育成に努める 

40 延長保育、３年保育の推進に努める 

◆評価結果 
評価できる・成果があがった・努力できた内容・項目  
３５(3)、３６(2)、３７(3)、３９(2) 
評価できない・成果があがっていない・努力が必要な内容・項目 
 
全体を通しての感想・意見・要望 
・新型コロナの影響で、楽しみな行事が少なくなり残念だった。そのような状況の中でも 
できることを行い、貴重な体験ができたと思う。 

・安全教育の徹底、生活習慣の確立で熱心な指導が感じられた。 
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・ＡＬＴの派遣により日常的に国際感覚が身に付き、将来、役に立つと期待している。 
・コロナ禍の中、工夫を凝らし、園児たちを楽しませている。 
・基本的なことを大切にし、しっかり身に付けさせる指導がなされている。 
・園の内外で体験を通した指導がなされ、感性豊かな子どもの育成に努めている。 
 
総合評価点数 
（５段階評価） 

５、５、４        平均点： ４．７   

 
 
３ 学校給食の充実及び食育の推進 

 点 検 ・ 評 価 項 目 

学 
校 
給 
食 

41 Ｏ157・ノロウイルス等食中毒の予防徹底を図る 

42 給食の安全性確保の徹底を図る 

43 施設・設備の安全管理の徹底を図る 

44 地産地消の推進を図る 

45 食育法に基づいた食育指導の推進を図る 

◆評価結果 
評価できる・成果があがった・努力できた内容・項目  
４１、４２(2)、４３、４４(3)，４５(3) 
評価できない・成果があがっていない・努力が必要な内容・項目 
 
全体を通しての感想・意見・要望 
・衛生管理マニュアルにより、しっかりと作業が行われていると思う。食中毒は絶対に出 
さない思いが伝わった。 

・今回資料に出して頂いた地産地消の表は大変参考になり、感心した。大変すばらしい取 
組だと思った。 

・食育指導のパネルがわかりやすくてよかった。 
・今後も食育指導をお願いしたい。 
・地元食材の使用を明記した献立表が作成され、地産地消の推進と児童・生徒・家庭への 
啓発が図られている。 

・給食主任等とセンター栄養教諭との連携による食育指導が計画的に行われている。 
 
総合評価点数 
（５段階評価） 

５、５、４         平均点： ４．７   

 
４ 社会教育の推進 

(1) 生涯学習充実 
 点 検 ・ 評 価 項 目 
生涯 

学習 

体制 

46 生涯学習推進協議会主催事業を充実する 

47 ４地区生涯学習推進協議会を支援する 

48 女性ネットワークの体制強化に努める 

(2) 学習機会提供事業の充実 
 点 検 ・ 評 価 項 目 
学習 

事業 
49 市町村連携事業「かぶら文化講座」を推進する 

50 町ＰＴＡ連合会補助事業を行う 

(3) 公民館活動 
 点 検 ・ 評 価 項 目 
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学級 
講座 
の 
開設 

51 成人向け教室を実施する 

52 おもしろ科学教室を実施する 

53 子ども教室を実施する 

54 文化協会への協力と育成を推進する 

55 ふるさとコンサートを開催する  

 
(4) 図書館活動の推進 

 点 検 ・ 評 価 項 目 

図 
書 
館 
事 
業 

56 「甘楽町子ども読書活動推進計画」の取組みを積極的に推進する  

57 蔵書の充実、ネット予約や県内の図書館との資料の相互貸借による利用増進を図る 

58 レファレンスの充実を図り、学校や子育て支援など、利活用関係機関との連携を深める 

59 コミュニティ施設の適切な管理に努め、利用促進を図る 

◆評価結果 
評価できる・成果があがった・努力できた内容・項目  
４６、４８、５１(2)、５２(2)、５３(3)、５６(3)、５７(2)、５８(2) 
評価できない・成果があがっていない・努力が必要な内容・項目 
 
全体を通しての感想・意見・要望 
・文化講座を毎年開催していて大変評価できる。 
・女性ネットワークの町議会傍聴はよいことだと思った。 
・子ども向けにも多くの教室を開きよいと思う。 
・図書館事業が年々充実し素晴らしいと思う。 
・図書館活動が充実しているように思われる。 
・コロナ禍の中であったが、講座・教室が実施できたことはよかったと思う。 
・町民のニーズ把握に努め、多くの参加者による講座、教室が実施できることを期待する。 
・図書館の貸出カード登録者数が１万人を達成したことは素晴らしいことである。 
 
総合評価点数 
（５段階評価） 

５、４.５、４      平均点： ４．５   

 
５ 芸術文化活動の推進 

(1) 文化会館事業の推進 
 点 検 ・ 評 価 項 目 

文 
化 
会 
館 
事 
業 

60 広域文化施設の連携推進を図る 

61 鑑賞団体との共同企画を推進する 

62 住民参加型の会館運営を推進する 

63 友の会制度の充実を推進する 

64 広報活動の充実を推進する 

65 質の高い芸術文化を提供する 

66 教育的、学術的価値の高い古典芸能を提供する 

67 会館貸し出し、施設の維持管理業務を推進する 

◆評価結果 
評価できる・成果があがった・努力できた内容・項目  
６０、６１、６２(2)、６４、６５、６７ 
評価できない・成果があがっていない・努力が必要な内容・項目 
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全体を通しての感想・意見・要望 
・新型コロナの影響で多くの開催行事が中止になったことは残念だった。次年度は行われ 
るようなので楽しみにしている。 

・各種情報の発信を行っている点は評価できる。 
・コロナ禍の中で、多くの事業を中止・延期せざるを得なかったことは残念であったが、 
３つの事業について人数制限をして実施できたことはよかったと思う。 

 
総合評価点数 
（５段階評価） 

４、４.５、４      平均点： ４．２  

６ 人権教育の推進 
 点 検 ・ 評 価 項 目 

人 
権 
教 
育 

68 人権尊重の教育推進と他事業への積極的参加を推進する 

69 同和問題を中心とした差別を許さない研修、啓発活動を推進する 

70 関係機関との連携強化を推進する 

71 研修会、講演会の参加を促進する 

◆評価結果 
評価できる・成果があがった・努力できた内容・項目  
６８(2)、７１ 
評価できない・成果があがっていない・努力が必要な内容・項目 
 
全体を通しての感想・意見・要望 
・各研修会に参加した点は評価できる。それをいかに町で生かすかが、今後の課題だと 
思う。 

・コロナ禍の状況で積極的な活動はできなかったと思う。 
・「人権啓発講演会」の継続的な開催により、人権尊重の啓発・推進がなされていると思

う。 
 
総合評価点数 
（５段階評価） 

４、４、４        平均点： ４   

 
７ 文化財保護と活用推進 

 点 検 ・ 評 価 項 目 

文 
化 
財 
保 
護 
事 
業 

72 文化財調査委員会活動を推進する 

73 文化財愛護精神の啓発活動を推進する 

74 国指定名勝楽山園の活用を推進する 

75 民俗芸能の保存育成活動を推進する 

76 歴史民俗資料館の充実と運営管理を行う  

77 古代館の活用と管理運営を行う 

78 出土品の調査、整理を行う 

◆評価結果 
評価できる・成果があがった・努力できた内容・項目  
７２、７３(2)、７４(3) 
評価できない・成果があがっていない・努力が必要な内容・項目 
 
全体を通しての感想・意見・要望 
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・文化財調査員会を開催し活動したことはよいことと思う。 
・指定文化財の修理等を行った点を評価する。 
・座繰体験は実施され、よい啓発になっていると思う。 
・楽山園で多くのイベントが開催されて多くの方が来園されてよかったと思う。 
・楽山園を活用したイベント等が多くなされ、貴重な文化財としての周知がなされている。 
・町のイベント等と連携して、町の宝である文化財の啓発活動を今後も推進してほしい。 
・資料収集を積極的・継続的に進めることが大切だと思う。 
 
総合評価点数 
（５段階評価） 

５、４、５       平均点： ４．７   

 
８ 社会体育の推進 

 点 検 ・ 評 価 項 目 
町 
民 
総 
ス 
ポ 
｜ 
ツ 

79 スポーツ大会（さくらマラソン・体育大会・駅伝大会等）を開催する 

80 スポーツ教室を実施する 

81 スポーツ少年団の交流試合を開催する 

82 各種スポーツ団体への支援、共催を推進する 

団 
体 
育 
成 

83 体育協会との連携、共催を推進する 

84 各種連盟、協会の組織強化推進を図る 

85 各種指導者研修会の開催・派遣を推進する 

施 
設 
等 

86 各種スポーツ施設の活用を推進する 

87 各種大会への参加を推進する 

88 東京北区とのスポーツ交流を推進する 

◆評価結果 
評価できる・成果があがった・努力できた内容・項目  
７９、８１(2)、８３(2)、８６ 
評価できない・成果があがっていない・努力が必要な内容・項目 
 
全体を通しての感想・意見・要望 
・スポーツ大会が軒並み中止になり残念だった。元旦に行われた駅伝については、新たな 
発想で参加チームは少なかったけれども、価値ある大会になったと思う。 

・各種団体も大会を行って、町民の健康推進の一役買ったと思う。 
・各大会での町民の皆さんの協力が大変すばらしいと思った。 
・コロナ禍の中で、多くの大会・教室が中止になり残念であった。 
・スポーツの日常化・普及のため、施設の整備・活用を今後も推進してほしい。 
 
総合評価点数 
（５段階評価） 

５、４.５、４      平均点： ４．５  

 
９ 青少年健全育成の推進 

 点 検 ・ 評 価 項 目 

健 
全 
育 
成 
活 

89 青少年育成補導推進指導者研修会を実施する 

90 各機関団体との連携強化に努める 

91 安心安全パトロール隊の夜間パトロール活動を推進する 

92 「少年の日・家庭の日」を啓発推進する 

93 「かんら家庭の日推進大会」を開催し普及啓発に努める 
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動 94 子ども会・育成会連絡協議会の充実 

95 「少年の主張」甘楽町大会を開催する 

96 上毛かるた大会を実施し健全育成に努める 

97 成人式を開催する  

◆評価結果 
評価できる・成果があがった・努力できた内容・項目  
９１(2)、９３(2)、９６ 
評価できない・成果があがっていない・努力が必要な内容・項目 
 
全体を通しての感想・意見・要望 
・安心安全パトロールをよく実施していただいた。 
・甘楽家庭の日推進大会が開催された。毎年の事で大変だと思うが継続して開催をお願し

たい。 
・上毛カルタ大会が中止となり残念だった。来年は県大会まで開催されることを願いたい。 
・安心安全パトロールが継続的に行われ、青少年の健全育成に貢献している。 
・「かんら家庭の日推進大会」は青少年健全育成のアピールの場として大切な大会だと思

う。 
・「上毛カルタ大会」が実施できなかったのは残念である。 
 
総合評価点数 
（５段階評価） 

４、４、４        平均点： ４   

 
１０ 放課後子どもプランの推進 

 点 検 ・ 評 価 項 目 
そ 
の 
他 

98 放課後子ども教室の実施と子どもの居場所づくりに努める 

◆評価結果 
評価できる・成果があがった・努力できた内容・項目  
９８(3) 
評価できない・成果があがっていない・努力が必要な内容・項目 
 
全体を通しての感想・意見・要望 
・各地区の支援活動に感謝したい。これだけの日数を開催していただき、支援者の方の努

力と熱意を感じた。 
・放課後子ども教室の充実を期待したい。 
・子どもの家庭・地域の環境の変化を考えると、放課後子ども教室は大切な居場所であり、

運営に当たる関係者の努力に感謝したい。 
 
総合評価点数 
（５段階評価） 

５、５、５         平均点： ５   
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【総合評価・意見】 
○新型コロナの影響で休校の時期もあり、授業の遅れをどのように取り戻すか、校長先 

生はさぞかし悩んだことだろう。そのような中、学校教育は特色ある学校づくりによ 
く取組んでおり、できることを確実に行ったと思う。教育内容も国際教育に重点を置

き、日常生活の中で英語を学ぶ教育を生かしていると感じた。 
○幼稚園教育では、感性豊かな子ども育成に努めていると思う。基本的なルールも指導 

していて高く評価できる。 
○学校給食では、地産地消に取り組み、献立にも丁寧な説明があり、食育を考えて取り 

組んでいると思う。マニュアルによる衛生管理の徹底が意識統一されていると感じた。 
○社会教育、芸術文化活動、文化財保護と活用では、情報を発信できていると思う。 
○図書館が充実して多くの蔵書も有り、子どもたちへの情報発信の役割をお願したい。

○甘楽町の民族芸能の保存育成は今後とも助成をお願いしたい。 
○人権教育、青少年育成では、研修や交流などで多くの知識の向上と、情熱を持った教 

育をお願いしたい。 
○社会体育では、各種団体が懇親的に協力しスポーツ大会の運営に協力していることに

大変感心している。これまで積み上げた実績も先達たちからの伝統だと思う。ぜひこ

の組織がさらに充実することを願う。 
○新型コロナの影響で中止や延期となったことや、やりたくてもできなかったことも沢 

山あったと思う。できたこと、やったことに対して評価をさせていただいた。総体的 

に各係と連携してよい運営ができていると思う。今後も期待する。 
○コロナ禍の中、活動が制限され、思い通りの計画や成果をあげられなくて大変だった 

と思うが、各分野で努力が見られた。 
○新型コロナウイルス感染症拡大の中で、通常の教育活動・取組ができにくい状況とな

った。特に、社会教育、芸術文化活動、社会体育などでは、多くの事業が中止になっ

た。これらの状況をふまえ、制約がある中で工夫・努力され実施された施策・事業を

中心に評価したが、その活動・取組が十分に評価されるものと思う。 
 

 
 

Ⅴ 評価（評定）結果の概要 

  【評価（評定）結果： 施策別の評価】 
施  策  名 評価結果（３者の平均点） 

１ 学校教育の充実 

 (1) 学校教育の充実（34 事業） ５．０ 
(2) 幼稚園教育の充実（6事業） ４．７ 
(3) 学校給食の充実及び食育の推進（5事業） ４．７ 

２ 生涯学習社会の構築 

 (1) 社会教育の推進（15 事業） ４．５ 

(2) 芸術文化活動の推進（8事業） ４．２ 
(3) 人権教育の推進（4事業） ４．０ 
(4) 文化財保護と活用推進（7事業） ４．７ 
(5) 社会体育の推進（10 事業） ４．５ 
(6) 青少年健全育成の推進（9事業） ４．０ 

(7) 放課後子どもプランの推進（1 事業） ５．０ 
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  【評価（評定）結果： １０の重点項目（９９事業）全体の評価】 
評  価 Ａ氏 Ｂ氏 Ｃ氏 

５ ：よく成果をあげている ７  ７※ ３ 
４ ：成果をあげている ３ ３ ７ 
３ ：普通である ０ ０ ０ 
２ ：やや成果があがっていない ０ ０ ０ 
１ ：成果がみられない ０ ０ ０ 

平均 ４．７ ４．５５ ４．３ 
※4.5 の評価だった 3 項目を評価 5 の欄に含めていますが、平均値の算定は 4.5 のまま計算しています。 

 
 
 
 

Ａ・Ｂ・Ｃの３氏の評価（評定）結果の平均点は４．５であり、前年度より 
０．３ポイント減となった。新型コロナウイルス感染症の影響により中止となっ

た行事が多い中、実施に向けて工夫・努力した本教育委員会の取組に対して一定の

評価をいただいた。 
  今年度も未だコロナ禍の中にあり、町民の学習機会をどのように保障していくの

か、創意工夫が求められている。 
 
 
 

Ⅵ 教育委員会活動の総括 

 
１ 学校教育について 
  学校教育の重点の第一は、確かな学力の向上である。 

令和２年度は、新型コロナウイルス感染症の影響により、４～５月の長期にわたって

小中学校及び幼稚園を臨時休業することになった。その学習の遅れを取り戻すため、県

教育委員会の指針に基づいて教育課程を再構成しながら学習指導を行った。そうした中

でも、各学校では学力向上計画を策定し、学力向上コーディネーターの教員を中心とし

て、組織的な学力向上の取組を実施した。例年のように学校間で研究授業を公開し合う

ことはできない状況ではあったが、校内研修等を通して継続的に授業改善に努めている。   

令和元年度から２年間、新学習指導要領の実施に向けた実践研究の指定を甘楽中学校

区が受け、２年目として甘楽中学校において公開授業研究会を実施した。通常であれば

町内外から多くの参加者を迎えるところであるが、今回は町内の学校からのみで、かつ

一校当たりの参加人数に制限を設けて実施し、その成果を発表することができた。 

この研究指定には、小中連携を核とした学校経営の充実を図り、小中のつながりのあ

る学習指導の実践も含まれている。実践の一つとして、福島小在籍の外国語（英語）担

当の教諭が小幡小や甘楽中においても授業を担当し、各小中学校の担当教諭と連携・協

力しながら充実した外国語教育を行うことができた。 

  教職員数の確保について、群馬県独自の制度である少人数クラスプロジェクトを活用

し、小学校では高学年を中心に一部を教科担当制として、各教員の専門性を生かした指

導を行うことができている。 

町会計年度任用職員として、学校支援員・幼稚園支援員、特別支援教育支援員を全校・

全園に配置し、その内、特別支援教育支援員については小学校に２名ずつ配置している。

特別な支援・指導が必要な児童生徒が増加の傾向にあり、その対応や教員の多岐にわた

る業務を補助することで、教員の負担軽減が図られるとともに、児童生徒としっかりと
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向き合う時間の確保につながっている。 

 令和元年度から、各学校のコンピューター室のＰＣをタブレット型にもなるノートＰ

Ｃに更新し、教師用のデジタル教科書を導入したことで、ＩＣＴを活用したわかりやす

い学習環境が整備され活用が進んでいる。それに加えて令和２年度には、国が進めるＧ

ＩＧＡスクール構想のもと、１人１台タブレットＰＣの整備を行った。令和３年度から

本格運用がスタートし、児童生徒の学力向上への効果が期待される。 

 

 第二の重点は、道徳教育・生徒指導の推進である。 

子どもたちの豊かな心を育むため、各学校において、計画的な道徳教育や人権教育、

笑顔のあいさつ運動などが行われている。 

 いじめ・不登校の対応については、校長会や教頭会における情報交換をはじめ、アン

ケート調査等を実施しながら実態把握に努めるとともに、９月に「甘楽町いじめ防止対

策委員会」を、12 月に「甘楽町いじめ防止子ども会議」を開催し、いじめ防止の啓発に

努めてきた。町内全児童生徒が「いじめ防止啓発標語」に取り組むとともに、子ども会

議において各学校の取組を報告し合ったりしながら、児童生徒が主体的にいじめ防止に

ついて考えることができた。不登校傾向のある児童生徒に対しては、各学校において保

護者や関係機関等と連携を取りながら、改善に向けて継続的に取り組み、多くの児童生

徒に改善が見られ成果を上げている。 

また、各学校では服務規律行動計画を作成し、児童生徒への体罰・不適切な指導等が

ないよう服務規律の確保に取り組んでいる。これにより、教員側の人権感覚の醸成も図

られている。 

その他、小中連携を目的として小中学校の教員が集まり協議する生徒指導部会や教育

相談部会を前年度に引き続き組織し、情報交換や共通実践をしながら小中連携による系

統的な指導に継続して取り組むことができている。 

一方、体育・運動面においては、各小中学校が作成した体力向上プランに基づいて実

践を行い、運動やスポーツ、外遊びが好きな児童生徒の育成が図られている。 

甘楽中学校では、甘楽富岡駅伝競争大会において昨年度に引き続き男女ともに１位で、

県大会は男子４位、女子８位というという素晴らしい成績を収めた。男子駅伝部は、関

東大会（24 位）にも出場した。新型コロナウイルス対策により夏の中体連県大会は中止

となったが、秋の新人大会では、バレーボール部、男女ハンドボール部、男女ソフトテ

ニス部、サッカー部、陸上競技部、水泳部が県大会に出場した。中でも、バレーボール

部はブロック優勝、陸上競技部は多くの生徒が個人種目で１位入賞を果たすなど、部活

動の面において大きな成果を上げることができた。 

 

  第三の重点は、児童生徒の安全・安心な学校生活の確保と教育環境の整備である。 

町内全域の通学路の合同点検を踏まえ、学校、警察、県・町道路管理者、町交通担当

課、町教委による通学路における危険個所の把握とその対策について協議を行った結果、

順次、危険個所の改善が図られてきている。 

学校の安全対策としては、安全指導の充実を図るとともに、放射能汚染による児童生

徒の人体への影響に配慮するため、給食食材の放射性物質検査等も定期的に行っている。

また、食物アレルギーを持つ児童生徒については、その把握と対応に努めており、安全

の確保に努めている。 

その他、校舎の特殊建築物定期検査のほか、各教室や体育館等の非構造部材点検等実

施し、施設の状況把握に努めている。 

また、教育委員による学校訪問や学校の要望を受け、備品や設備の状況を確認し、改

善が必要な場合については早急に対応し、施設整備の適正管理を引き続き図っていく。 

なお、令和２年度については、新型コロナウイルス対策として、校舎内の水道蛇口自

動水栓取替工事や学校体育館の空調設備設置工事、加湿空気清浄機の教室への配置など
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を行い、充実した教育環境を整備することができた。 

 
２ 幼稚園教育について 
  基本的生活習慣の確立や感性を豊かにする教育等の推進を図り、３年保育による早期 

保育の効果と合わせて、幼児の健やかな成長を支えている。 

各幼稚園には補助教諭や支援員等の会計年度任用職員を配置し、指導の充実に努めて 

いる。また、代替教諭を配置し、職員の出張や休暇など緊急な事態に対応している。 

  さらに、第３子以降の園児の保育料の無料化や給食費の無料化による子育て支援を継

続して行っている。 

  そのほか、子ども・子育て支援新制度に基づく多子世帯減免など、体制の整備や午後

５時までの預かり保育を実施するなど、子育て支援に引き続き努めていく。 
  令和２年度については、４～５月の臨時休業期間中も預かり保育や給食を実施し、コ

ロナ禍における子育て支援を図ることができた。 
 
３ 学校給食について 
  園児、児童、生徒の発達段階に応じた給食の提供と食育の指導を行った。また、給食

の残量調査を実施して、栄養バランスのよい給食が摂取されるよう努めている。 
  食の安全性確保を徹底し、食材においてはできる限り地場産のものを使用するよう心

がけ、令和２年度の米・野菜の地場産食材利用率は 37.1%（元年度実績 32.5%）だった。

また、食育の重要性が叫ばれる中、栄養教諭が学校に出向き食育に関する指導を行い、

意識の高揚に努めるとともに、センターの給食便りにおいても保護者への啓発に努め、

各学校の保健便り等でも家庭向けの啓発を行っている。 
特に「甘楽町学校給食の日」（平成 24年、福島小学校が昭和７年 12月７日に日本で最

初の学校給食を開始してから 80 周年を迎えたことを記念して定めた日）には、平成 25

年度から引き続き、給食の復刻メニューをアレンジし提供している。今後も食育の一環

として当時の献立資料を活用し地産地消をさらに進め、復刻メニューの提供や記念行事

を推進しながら、学校給食発祥の地であることをアピールしていく。 

 
４ 社会教育について 
  人の活動が広域化している中、町の広報を通じての情報提供を行い、コロナ禍である

が感染症予防対策を行い、人権啓発講演会、町民文化講座の開催、男女共同社会におけ

る女性団体のネットワークの町議会傍聴を行うなど生涯学習の推進に取り組んでいる。 

  その他にも町４地区の生涯学習推進協議会への支援を行い、活力に富んだ地域づくり

に取り組んでいる。 

  一方、公民館活動においても安全な施設運営と維持管理に努め、多目的な活用を図り、

タブレット教室、夏休み読書感想文書き方教室、県教育委員会の協力を得て、おもしろ

科学教室などの複数の教室を開設するなど、成人から子ども向けまで幅広く講座を開設

し、町民への学習機会の提供に取り組んでいる。 

 

図書館活動においては、毎年蔵書の充実を図っており、令和２年度末現在 64,210 冊と

なった。図書貸出数については、令和２年度末では延べ 74,707 冊であった。町民のニー

ズに応えるために、甘楽町図書館にない図書についても県内図書館との相互貸借をして

おり、854 冊を県内 37 図書館より借り受けて貸し出しをした。利用者については、図書

館エリアでは 17,141 人、コミュニティ施設エリアでは 6,112 人で、合計 23,253 人であ

った。町内はもとより、富岡市や高崎市からの利用者も多く、開館 18 年目にして、令和

３年２月に登録者数が１万人を超えた。自分が読んだ図書を記録できる「読書通帳」も

好評の中、実施を始めてから５年となった。令和２年 11 月の「県図書館大会」の際には、

これまでの実績が評価されて、「優良図書館」として、県教育委員会より県内で唯一表彰
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をされた。「甘楽町子ども読書活動推進計画」の策定からも４年目となり、家庭や地域、

学校との連携・協力を今後も引き続き図っていく。 
 

５ 芸術文化活動について 
  質の高い芸術文化を提供するとの方針から、文化会館企画運営委員の意見に基づき、

毎年数回の主催事業を行い、多くの鑑賞者を動員している。令和２年度は、新型コロナ

ウイルス感染症拡大防止対策により通常の事業実施はできなかったが、感染症予防ガイ

ドラインを基に対策を徹底し、３回の自主事業を行った。文化会館施設使用者数は、令

和２年１月 19日に入場者 110 万人を達成し、大きな成果をあげている。 

  また、施設設備については、令和２年度に２階カーペットの貼替修繕工事を行った。

計画的な維持管理に努め、安全と利用しやすい快適な環境整備が図られている。 

 

６ 人権教育について 
  社会教育における人権教育の推進にあたっては、町長部局の一般行政との連携協力が

大切であり、より効果を上げるため共同歩調をとり、差別の解消や人権尊重の啓発活動

に努めている。 
  県主催の研修会、講演会等にも積極的に参加し、人権教育推進事業への活動に取り組

んでいるが、今後は参加対象者を広げ、一般の町民の方も参加できる機会を増やして行

く。 
 
７ 文化財保護について 

名勝楽山園については、町の観光シンボルとして毎年開催しているイベントに加え、

新しいイベントを企画開催し集客効果が表れている。イベントの工夫・改善を行い、な

がら、情報発信と活用に取り組んでいる。 
定期的な座繰り体験の実施により、養蚕の歴史を学ぶよい機会となり、日本絹遺産の

啓発活動に繋がっている。 
また、町指定史跡等の来訪者への充実を図るため、標柱の設置、修繕を行い歴史と文

化の町として整備を行っている。 
 
８ 社会体育について 
  新型コロナウイルス感染症拡大防止対策により、甘楽町さくらマラソン大会、町体育

大会は中止となったが、伝統のある町駅伝競走大会を町体育協会等、関係機関の協力を

得ながら、感染症防止対策を図り、特設コースで実施した。 
今後も感染症予防対策を徹底しながら、各方面から大勢の参加がある甘楽町さくらマ

ラソン大会、伝統と歴史のある町駅伝競走大会、町体育大会の３大大会の実施など気軽

に参加できる環境づくりに努め、町民の健康増進に寄与し、だれもがいつでもスポーツ

を楽しめるよう社会体育の推進を図り、各種スポーツ団体の育成、指導者の養成にも努

めて行く。 

  また、体育施設については、維持管理に努め、新型コロナウイルス感染症予防ガイド

ラインにより対策の徹底と利用しやすい環境を提供し、町民の体力増進が図られている。 

 
９ 青少年健全育成について 
  教育の原点は家庭にあるとの考えから、家庭教育の推進に重点を置き事業が実施され

ており「かんら家庭の日」推進大会の開催、毎月第一日曜日の「家庭の日」の普及推進

が図られている。 
  また、小中学生から「少年の日 家庭の日」に関する標語、作文の募集を行い、大勢

の参加作品の中より優秀作品の表彰を行うなど、普及啓発に努めた。 
新型コロナウイルス感染症拡大防止対策により上毛かるた大会は中止となり、残念で
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はあるが、次年度以降の開催により子ども会行事の推進に努めて行く。 
非行防止活動においては、青少年育成推進員の積極的なパトロール活動が行われ、青

少年の健全育成が図られている。 
 
１０ 放課後子どもプランについて 
  小学校低学年の放課後の居場所づくりとして、「放課後子ども教室」を小学校３校で実

施している。地域協力者の参画を得て「コーディネーター」・「協働活動支援員」・「協働

活動サポーター」を配置し、学習やスポーツ・文化活動等を通じて、様々な人と関わり

ながら、心豊かに健やかに成長することを願っての「居場所づくり」としている。 
  社会構造の変化の中で、放課後の地域における集団での学習の場・遊び場などの居場

所が少なくなり、安心して過ごすことができなくなってきている今日において、高い評

価を得ている。 
 

Ⅶ 結びに 

  令和２年度については、新型コロナウイルス感染症対策により活動が制限される中、

工夫と努力を重ねながら、教育行政方針に掲げられた施策とそれを構成する事業が目的

に沿って実施され、一定の成果を上げることができたと認められる。 
  例年のように事業を実施できず評価を下げた面はあるものの、今回の事務の点検・評

価の報告及び公表を行うことにより、町議会をはじめ町民の皆様に教育委員会の事務や

取組内容をお知らせし、これに対してご意見をいただくことは、教育行政の質を高めて

いく上で意義深いことである。 
  町教育委員会は、今後とも点検・評価を行い、町民の皆様のご理解をいただけるよう

教育行政の推進に努めて参りたい。 
                        
 
                     教 育 長    近藤 秀夫 

教育長職務代理者 松井  勉 
                     委   員     下山 明美 

                 委   員     齋藤 耕一 
委   員    柳澤 綾子 

 


